
（設問数 31問）

得点分布グラフ 横軸：得点（点），縦軸：割合（％） 領域別平均正答率/ 対 大阪府比
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【調査の目的】

【調査の概要】
○実施日：令和3年１月13日（水）
○「大阪府」とは「大阪・公立学校」の結果を表しています。
○中学2年の「社会」はＡ・Ｂ2種類の選択問題があり、本市では全校が問題Ａを選択しました。

【調査結果の取扱い】
本調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。
そのため、序列化や過度な競争を目的とした取扱いにつながらないよう十分配慮をお願いいたします。
調査結果については、本調査の目的を達成するため、自らの教育及び教育施策の改善、各生徒の
全般的な学習状況の改善等につなげることが重要と考えます。

（設問数 31問）
英語

（設問数４１問）

（設問数 3２問）

社会
（設問数 3４問）

（設問数 3２問）

（設問数 32問）

英語
（設問数 37問）

令和2年度 中学生チャレンジテスト（１・２年生）の結果概要 高槻市教育委員会 令和3年３月

(1) 大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することにより、大阪の生徒の
課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図る。
加えて、調査結果を活用し、大阪府公立高等学校入学者選抜における評定の公平性の担保に
資する資料を作成し、市町村教育委員会及び学校に提供する。

(2) 市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課題改善に向けた
教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、
学力向上のためのPDCAサイクルを確立する。

(3) 学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。
(4) 生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、自らの学力に目標を持ち、

また、その向上への意欲を高める。

・実施校数及び実施生徒数
中学１年：18校（2,763人）
中学２年：18校（2,740人）

高槻市

大阪府

チャレンジテストの検証にかかる高槻市教育努力目標との関連

＊国語科・英語科においては、２つの領域にまたがる設問もあります。

＊国語科・英語科においては、

２つの領域にまたがる設問もあります。

■確かな学力の育成
○小中一貫した学習指導の充実

・小中学校９年間を見通して計画的に学習指導や学習評価を行う。

○きめ細かな学習指導の充実
・児童生徒の学力や学習状況の実態を把握し、組織的・継続的な検証改善サイクルを確立する。
・各教科等における言語活動の充実及び、言語能力育成の中心的な役割を担う国語教育の充実を図る。
・基礎的・基本的な知識・技能の習得と、思考力・判断力・表現力等の育成及び学びを人生や社会に
生かそうとする学びに向かう力を養うため、主体的・対話的な深い学びを促す学習指導を行う。

○自ら学び続ける力の育成
・小中学校９年間を通して家庭や地域等と連携し、学習習慣の定着や自学自習力を育む。
・各教科や総合的な学習の時間を通して、主体的な問題解決等への態度を育成する。

○学校図書館を活用した学習活動の推進
・各教科等において、学校図書館の機能を計画的に利活用し、児童・生徒の自主的・自発的な
学習活動や読書活動を充実する。

・学力に関する調査
中学１年：国語・数学・英語
中学２年：国語・社会・数学・理科・英語

・生徒に対するアンケート
全学年で８問

高槻市 大阪府 差（対大阪府）

国語 58.5 56.1 2.4

数学 56.2 54.0 2.2

英語 68.4 63.8 4.6

国語 62.2 58.3 3.9

社会Ａ 57.2 54.5 2.7

数学 53.3 49.4 3.9

理科 52.2 49.5 2.7

英語 58.1 52.0 6.1

１年

２年

学年・教科
令和２年度（点）

数学

高槻市

大阪府

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

31 100 56.2 54.0 － －

数と式 19 61 36.1 34.4 59.2 56.4

図形 － － － － － －

関数 12 39 20.1 19.6 51.5 50.2

資料の活用 － － － － － －

平均表
得点率

（平均点/配点）

全体

学習指導要領
の領域等

配点分類 区分 設問数

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

41 100 68.4 63.8 － －

聞くこと 15 31 24.7 23.5 79.7 75.8

話すこと － － － － － －

読むこと 29 75 48.2 44.5 64.3 59.3

書くこと 2 6 2.1 1.8 34.5 29.7

全体

学習指導要領
の領域等

分類 区分 設問数 配点
平均表

得点率
（平均点/配点）

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

32 100 62.2 58.3 － －

話すこと・聞くこと 5 19 12.2 11.3 64.3 59.4

書くこと 6 25 13.9 12.7 55.8 50.6

読むこと 11 34 17.0 15.5 50.1 45.7

伝統的な言語文化と
言語の特質に関する事項 15 42 28.5 27.4 67.9 65.2

全体

学習指導要領
の領域等

得点率
（平均点/配点）区分分類 設問数 配点

平均表

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

32 100 53.3 49.4 － －

数と式 12 37 21.1 19.4 57.0 52.4

図形 8 26 15.8 15.0 60.9 57.7

関数 12 37 16.4 15.0 44.3 40.6

資料の活用 － － － － － －

平均表
得点率

（平均点/配点）

学習指導要領
の領域等

全体

分類 区分 設問数 配点

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

37 100 58.1 52.0 － －

聞くこと 12 24 15.8 14.3 66.0 59.7

話すこと － － － － － －

読むこと 25 70 42.2 37.7 60.3 53.8

書くこと 3 12 4.2 3.9 35.4 32.6

全体

学習指導要領
の領域等

分類 区分 設問数 配点
平均表

得点率
（平均点/配点）

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

34 100 57.2 54.5 － －

地理的分野 14 41 25.0 23.5 61.1 57.2

歴史的分野 20 59 32.2 31.0 54.5 52.6

平均表
得点率

（平均点/配点）

全体

学習指導要領
の領域等

配点分類 区分 設問数
高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

32 100 52.2 49.5 － －

物理的領域 － － － － － －

化学的領域 13 41 21.6 20.6 52.8 50.3

生物的領域 19 59 30.6 28.9 51.8 49.0

地学的領域 － － － － － －

全体

学習指導要領
の領域等

分類 区分 設問数 配点
平均表

得点率
（平均点/配点）

高槻市 大阪府 高槻市 大阪府

31 100 58.5 56.1 － －

話すこと・聞くこと 4 14 10.2 9.9 72.9 70.4

書くこと 7 29 16.5 15.6 56.8 53.9

読むこと 9 31 15.8 15.0 51.1 48.4

伝統的な言語文化と
言語の特質に関する事項 17 47 28.2 27.4 60.1 58.4

得点率
（平均点/配点）

分類 区分 設問数 配点
平均表

全体

学習指導要領
の領域等

国語

国語 数学

理科
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1 授業中，ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある。 6 自ら課題を見つけて，家で勉強をしている。

2 授業中，自分の考えや意見を伝える場面がある。 7 テレビや新聞，インターネットなどのニュースを見る。

学

3 授業中，話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり，広げたりしている。 8 普段（月曜日から金曜日），一日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンを使いますか。

4 授業で，図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。

語

5 授業中，間違っても笑われない。

 【各教科の結果について】
・第１学年では，昨年度同様に，３教科ともに調査内の全ての領域・関連において大阪府平均点を上回りました。
・第２学年では，５教科ともに調査内の全ての領域・関連において大阪府平均点を上回りました。

【生徒に対するアンケートの結果について】
・１∼７までの質問において，第１，２学年ともに肯定的な回答が大阪府の平均値を上回りました。
・８の質問においては，「１時間以上」の使用時間について大阪府の平均値を下回りました。
　
　＊肯定的な回答とは，選択肢のうちの「当てはまる」・「どちらかといえば当てはまる」と回答した合計のことです。

生徒に対するアンケートの結果令和2年度中学生チャレンジテスト


